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微細藻類は、天然由来の新たな食資源として注目されカーボンニュートラルや SDGs などの諸課題解

決にも貢献する有望な素材としても期待されている。本研究では、複数の微細藻類から、オートファ

ジー活性に与える影響と、メカニズムを解析することで、素材としての機能性やポテンシャルを評価

することを目的とした。 

本学会大会において試料のスクリーニング結果を通してオートファジーアッセイデータとメカニズ

ムの解析を実施し、オートファジーアッセイや微細藻類の持つポテンシャルについて課題解決の糸口

となる問題提起を示唆することが出来たと考えている。 
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